A LOGIC IN THE ACTIONS OF TOUCHSTONE AND JAQUES by 渋谷, 義彦 & Shibuya, Yoshihiko
AS YOU LIKE IT―TouchstoneとJaquesの言い分―
渋谷義彦

















































































































































































































s ear　in poet y　may　be　said　as　lovers　they　do
feign．tt〔II ．iii．16－18〕）。このように，愛のはかなさを
冷めた視点で肯定するTouchstoneにとって，結婚と
は，できればしないでおきたいがしなけれぽ社会が許
さない，やっかいな儀式に過ぎないのである。それ㊥
え，結婚に際してさえ彼の念頭にあるのは永久の誓い
などではなく，常に不貞と偽証たのである：
Toiech．．．．here　we　have　no　temple　but　the　wood，　no
　　assernbly　but　horn－beas亡s．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（III．i｛i、43－44）
Tottclz．I　press　in　here　sir，　amongst　the　rest　of　the
　　country　copulatives，　to　swear　and　to　forswear、
　　according　as　marriage　binds　and　blood　breaks．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．iv．54－57）
このように彼の結婚観からすれば，Audreyとの関係
は詐欺的行為などではなくて気の向くままの自然体な
のである。結果的にこのような結婚は，男女の恋愛の
上に成り立った他の三組の結婚とは異質のものであ
り，それらへのパロディ・・一一となる。しかしこの結婚は，
Jaquesからもまともに扱われないことから，他の三組
の結婚を不安にするようなことはなく，むしろそれら
の誠実な愛情を際立たせることになるのであるe
　当初，Touch3toneにとっては耐えるべきもので
あった森の生活は，次第に住み良い場所となった。結
局彼は誰よりもこの森の影響を受けているのだ。今や
宮廷人の病んだ心を癒すパストラルの様式は彼には当
てはまらず，Audreyに象徴される田舎の野暮な性質
を受け入れている。Touchstoneは，人格において森に
住む宮廷人からは決してまともに扱われない人物では
あるが，彼の独特の視点で見ると意外にも行動の中に
矛盾が少なくなるのであるeそれにしてもアーデソの
森は寛大である。聖職者ではなくハイメソを介して，
道徳的物議を醸すことをできるだけ抑えて，他の三組
の結婚とともにこの異様な一組の結婚を受け入れてく
れるのだから。
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　　　　　　　　　　　lll
　この劇でTouchstone同様抽断ならぬもう一人の人
物Jaquesについても，行動の不統一が指摘されてき
ている。彼は，前侯爵と忠臣達の森の生活について，
鹿の領地を奪うことでは，現侯爵以上の略奪を行って
いると楓刺したり（”The　melancholy，Jaques　grieves
at　that，／And　in　that　kind　swears　you　do　more
usUI’P／Than　doth　your　brother　that　hath　banish’d
you．”〔II．i．26・－28〕），前侯爵を慕って自分達の財産を
捨て運命を共にしている忠臣達の忠義を，自己満足に
過ぎないと歌で颯刺する：
／aett　es，
　Ifitdo　come　to　pass
　　That　any　man　turn　aSS，
　Leaving　h1s　wea】th　and　ea8e，
　　Astubborn　will　to　please，
　Ducdame，ducdame，ducdame，
　　1－1　ere　shaU　he臼ee
　　Gross　fools　as　he，
　And｛f　he　will　come　to　rne．
　　　　　　　　（II．v．47－54）
あるいはまた，恋の歌を森の木に掛けて歩くOrlando
に対しては，木を傷つけるなと非難する（”1　pray　You
mar　no　more　trees　with　writ且ng　love－songs　in　their
barks．”〔III．ii．255－256〕）。　Jaquesのこのような課刺
や非難には忠義や愛情への同情や理解が全く欠けてい
るように見える。彼は，自ら言うように，笑うよりは
憂酵が好きで，卵を吸う馳のように歌からも憂欝を吸
うことができる人物なのであるぐ「．．　．1　can　suck　mel－
anChOly　Out　of　a　Song，　aS　a　weaSel　sucks　eggS．”
〔II．v．11－12〕）。劇全体における効果を考えれば，彼の
醸し出す憂諺な雰囲気はRosaiindが醸し出す祝日気
分（tta　holiday　humour”）とは全く対照的であり，後
者の気分を際立たせる役割を果たすことになろう。
　しかしながら，彼はまた同時に，TouchstoneとAu・
dreyの藪の中の結婚を誠意に欠けるとして延期させ
る人物であり（t’Get　you　to　church，　and　have　a　good
priest　that　can　teIl　y6u　what　marriage　is．IP〔III．
iii．75－77〕），さらに後には，前侯爵の逆境に対する忍耐
や男女の恋愛を正当に評価する人物でもある：
／aqttes．
［To　l）itlee　Sen．］You　to　your　former　honour　I
bequeath，　Your　patienc色and　your　virtue　we】I
deserve　it．
［7b　O7L　］You　to　aユove　that　your　true　faith
doth　merit：
〔コわOli．］You　to　your　land　and　love　and　great
allies：
［コ【bSit．ユYou　to　a　long　and　we11－deserved　bed：
［Te　Tozt‘乃．］And　you　to　wrangling，　for　thy
Ioving　voyage
Is　but　for　two　months　victuall’d．　So　to　your
Pleasures．
　　　　　　　　　　　　　　　（V．iv．185－191）
このような矛盾する行動はJaquesという一入物の中
でどのように正当化されるのであろうか。確かに，
Jaquesは人間の行動の申に善性を見ずに利己心を見
る傾向がある。それゆえ，森の生活を楽しむ前侯爵が
鹿を犠牲にし，Orlalldoが歌を吊るして森の木を犠牲
にすることをとがめるのである。忠臣達の忠義は彼ら
の自己満足に過ぎず，Orlandoの恋愛は愚かな行為で
しかないと，忠義や恋愛を美しく評価しようとはしな
い。しかしながら，彼の自信にあふれた表現にもかか
わらず，彼が述ぺる意見が実は不完全なものであるこ
とが，周囲の人物の反応から知ることができるのであ
る。すなわち，彼の意見や人問性が否定され，攻撃さ
れる機会が何度か生じているのである。例えば，1第二
幕第七場では前侯爵によって彼の言行不一致が厳しく
非難iされている：
ノ吻諺f8s．　What，　foエacounter，　would　I　do　but　good？
1）ttlee　Sen．　Most　mischlevous　foul　sin，　in　chiding
　　sin．
　For　thou　thyself　hast　been　a　libertine，
　As　sensual　as　the　brutish　sting　itself，
　And　aU　th’embossed　sores　and　headed　ev1Is
　That　thou　with　licence　of　free　foot　hast　caught
　Wouldst　thou　disgorge　into　the　gener註I　world．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ILvii．63－69）
すなわち，Jaquesは彼自身これまで放蕩に日を暮らし
てきており，他人の行いを謁刺でぎるような人格者な
どではないことが暴露されている。それゆえ，彼の言
う実しやかな教訓も常に正しいわけではないことにな
る。有名な人生の七段階の台詞の中の第六と第七段階
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において，老後の衰弱と死について語り，人間がこの
段階で再び子供の状態に戻り，さらには忘却されると
哀感を込めて語るのだが，この台詞の直後に現れる老
人Adamの忠義心はJaquesの人生観にある偏見や限
界を暗示することになるのである：
ノ勿～‘83．．．．The　sixth　age　shifts
　Into　the　Iean　and　sHPPer’d　pantaloon，
　With　spectacles　on　nose，　and　pouch　on　side，
　His　youthful　hose　well　sav’d，　a　world　too　wide
　For　his　shrunk　shank，　and　his　big　manly　voice，
　Turning　again　toward　childish　treble，　pipes
　And　whistles　in　his　sound．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．vii．157－163）
　RosalindやOrlandoもJaquesの言うことをまと
もに取り合おうとはしないeRosalindは，旅でのあら
ゆる経験から得たという彼の憂欝癖について，「他人の
土地を売るために，自分の土地を売った」ぐ竃Ifear　y。u
have　sold　your　own　lands　to　see　other　men’s．　Then
to　have　seen・皿uch　and　to　have　nothing三s　to　have
rich　eyes　and　poor　hands．”〔IV．i．21－23〕）ことにな
ると，その無益な労を的確に言い当てる。また，
Rosalindへの恋の思いの中にあるOrlandoは，第三
幕第二場で，Jaqttesとは異なった種類の「恋人の憂奮」
に耽っていることになるが，この二種類の憂欝は決し
て同情し合うことはない（tソJaques．　I　thank　you　for
your　company，　but　good　faith，　I　had　as　lief　have
been　my§elf　alone．〔III．ii　．　249－250〕；Optt．Ido　desire
we　may　be　better　strangers．t7〔III．ii．254〕）。　Jaques
が恋することは愚かであると言うと，Or】andoはその
愚かさ“x　Jaquesの説く最高の徳行（t’your　best　vir－
tue”）と取り替えるつもりはないと皮肉で反論する。
Jaquesが惨めな世の中を一緒に罵倒しようと持ちか
けると，Orlandoは自分以外の者を罵るつもりがない
と応じる（ttl　Will　chide　no　breather　in　the　world　but
myself，　against　whom　I　know　most　faults”〔III．
ii　．　275－276〕）eあげくの果てec　Jaquesは，　Orlandoの
仕掛けた言葉の罠に見事に坂まり，まんまと小川の水
に映った馬鹿で無価値な自分を覗かされてしまうので
ある：
laqtces．　By　my　troth，1　was　seeking　for　a　fool　xvhen
　　Ifound　you．
O？’1．He　is　drowned　in　the　brool｛．　Look　but　in　and
　　you　shall　see　him．
fagltes．　There　I　sha】l　see　mine　own　figure．
Orl．　Which　I　take　to　be　either　a　foo1，0r　a　cipher．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1王1．ii暫280－285）
RosalindとOrlandoとの会話によって明らかとなる
のは，Jaqロesは世間や他人の粗を見つけることには長
けてはいるが，自己を見る目をもたないということで
ある。しかし，Jaquesは彼の辛らつな言葉で森の住人
の誰をも傷つけることはない。そしてTouchstone以
外の誰にも影響を及ぼすことはできない。それどころ
か，かえって手厳しい攻撃を受けてしまうのである。
　そういうわけで，Jaquesは何を言っても非難される
ことのない道化の斑の服を羨ましく思うのであるぐ℃
that　I　were　a　fool1／Iam　ambltious　for　a　motley
coat．”〔II．vii．42－43））e彼は，一方ではTouchstone
の豊かな知識と当意即妙の才に感心するが，他方では
Touchstoneの行為を非難するといった，相反する気
持ちを同時に抱いている。ポケットから日時計を出し
て，時に関して教訓を垂れる道化を見ては，そこに彼
自身と同じ瞑想癖を感じとって，共感の笑いを発せざ
るを得ないのである：
ノbques．輪en　I　did　hear
　　The　motley　fool　thus　moral　on　the．time，
　　My　Iungs　began　to　crow　like　chanticleer，
　　That　foo］s　should　be　so　deep－contemplative；
　　And　I　did　laugh、　sans｛ntermission，
　　An　hour　by　his　dia1．　O　noble　foo11
　　A蜘rthy fooll　Motley’s・the　only　wear．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（II．vii．28－34）
Touchstoneに対するこのような矛盾する気持ちは，
TouchstoneとAudreyの粗末な結婚を延期させると
きのJaquesの台詞にも窺える。そこには，課刺とか非
難だけでなく，親切心すら窺えるのだ：
ノbques．　And　w量11　you，　being　a　man　of　your　breed－
　　ing，　be　married　under　a　bush　like　a　beggar？
　　Get　you　to　church，　and　have　a　good　priest　that
　　can　tell　you　what　marriage　is．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（III・iii＿74－77）
f・q・｛e・．・G。th・u　withme・a・d　l・t　mec。un・el　thee・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（III．iii．86）
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こうして，Touchstoneだけは素性の知れぬ牧師Sir
O】iver　M臼rtextを介した藪の中での結婚を一時思い
とどまり，Jaquesの忠告に従うことになる。逆に雷え
ば，Jaque3はやっと自分の忠告に耳を貸す相手を見つ
けたことになる。しかし，その相手とはそもそもが尋
常な行鋤をとらぬ道化なのである。
　Touchstoneに対するJaq漉sの矛盾した感惚，すな
わち彼の自堕落に見える行動に対する軽蔑と，彼の知
恵，機転，瞑想癖に対する敬意と共感は，劇の終盤の
合同結婚式に加わろうとして前侯爵の前に登場する
Touchstoneへの応対ぶりにも現れている。　Jaquesは
TouchstoneとAudreyをノアの箱船に入ろうとする
「一組のとても奇妙な獣」（t’apair　of　very　strange
beasts”）と紹介しながら，その後はTouchstoneの知
識と機知一これは当晴の決闘の作法に対するパロ
ディーになっているが一を披露する「合いの手」の
役を果たしながら，Touchstoneを推奨しているので
あるぐ％σ”83．IS　not　this　a　rare　fellow　my　Lord？
He’s　as　good　at　anything，　and　yet　a　fool”〔V．
iv．103－104））。
　憂笹と偏見の鏡ともいうぺきJaquesが，合同結婚
式の後に厳かに雷う台詞は，一見彼にはふさわしくな
いように思われる。それゆえ，彼の行動の整合性を求
めて，SII　ex　Jaquesは現侯爵1と同じくらい客観的判断
の下せる人物であるととる解釈もある。CS）しかし，
Jaquesのそれまでの行動とあまりの隔たりがあるの
でこれには同意できない。いまや，現侯爵が森の隠者
に諭されて改心するという思わぬ運命の急展開で，宮
廷は再び前侯爵側のものとなり，前侯爵や忠臣らの忍
耐が報われることとなった。同時にRo§alindの巧み
な計画によってRosalind，　Orlando，　Silvius，　Corinの
恋のもつれもほどけ，恋人達は恋の憂欝から解放され
て，めでたく結婚に漕ぎ着けた。こんな時，最後の台
詞の中でJaquesが慎重に選んだ言葉，すなわち侯爵
の忍耐や徳，Orlandoの誠実，などが示すように，こ
れまでJaquesが誠刺の対象としてきたものが，
Touchstoneの藪の中の結婚式を除いて，みな報われ，
認刺の対象とは無闘係であるとわかったのである。し
かしJaquesの言葉には窮地に陥ったそぶりは微塵だ
にない。識刺家としての彼はその必要がないと信じて
いるのだ。すなわち，彼自身が言ったように，ある者
が識刺によって傷を受けても，それは課刺されるもの
をもつ本人の責任であり，讃刺によって傷を受けない
なら，最初から誠刺とは縁がなくp“それゆえ楓刺家に
は常に麦任がないのである1
／aqztes．There　then！How　then？What　then？Let
　　　me　see　wherein
　　My　tengue　hath　wrong’d　hlm；if　it　do　him　right，
　　Then　he　hatll　wrong’d　himself：if　he　be　free，
　　Why　then　my　taxing　like　a　wild－goose　flies
　　Unclaim’d　of　any　man．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（II．vii．83－87）
唯一Jaquesの颯刺の的となったTouchstoneは，そ
のために侮つくことなどない道化であった。それゆえ，
ここでTouchs亡oneに向けた饒の言葉は唯一辛らつな
ものとなるのである。こうして，Jaquesはお祭り騒ぎ
に我闘せずと，さらなる憂欝を求めて，改心し世捨て
人になったといわれる侯爵Frederickのもとに行こ
うとするのである。
　　 　　　　　　　　IV
　J quesが改心した侯爵のもとに行くことは，調刺家
の彼にふさわしい選択である。そもそも彼が前侯爵の
一行に加わったのも，忠義心からではなく憂欝を求め
てのことと解釈できるe配役表によると，Jaquesは
Amiensとともに前侯爵に随従する貴族である。しか
し，前侯爵が暴露したJaquesの放浪癖や前侯爵に従
わない最後の行動によって，彼がAmiensやその他の
忠臣たちとは異なることが分かる。また，宮廷の賢い
道化Touchstoneと田舎の無学な山羊飼い娘Audrey
の結婚は，お互いの意志の疎通すら儘ならず，その将
来性の無さの吟えに，．ある種の不安が残されたまま，
劇は終わる事になる。JaquesとTouchstoneのこのよ
うな行動は，Rosalindはじめその他の者達の幸福な結
末を浮かび上がらせる陰影となっている。
　悲劇と違って喜劇では，登場人物の行動の一貫性は
必ずしも要求されないe思いがけない事件が生じ，思
いがけない方法で解決するところに驚きや面白味があ
る。このような見方で，Asy伽五魏8丑を解釈するこ
とも可能であるが，Touchstoneやjaquesの思わせ振
りな行動は，そのような寛大な目でこの劇を見ること．
を許さないように思われる。また，喜劇において，人
物の行動に一貫性があることで，驚きや面白味がなく
なるわけではない。特にTouchstoneやJaquesマこ関
しては，このような常軌を逸した人物が登場するだけ
で驚きであり，このような人物が彼らなりの人生哲学
でやってみせる行動がまた面白いのである。
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　　　　　　　　　　　　　注
（1）例えばAgnes　Lathamは次のように述べている：
　　　Touchstone　is　sufficiently　three－dimensional
to　satisfy　the　requirements　of　the　play　and　to　give
an　ac亡or　scope　to　exert　comic　charm　．　Audiences
like　him，　but　as　a　person　he　will　not　stand　up　to
much　lnvestigation．　He　is　a　fuctional　character
arld　his　function　is　to　Play　the　fool．
The　Arden　Editiorl　of　As　Yott　Like　it，　ed．　Agnes
Latham（London：Methuen＆Co　Ltd，ユ975），　p．
lxxiv．
尚，本稿におけるAs　YOtt　Lilee　ltの引用はこの版か
らのものである。
い」（”1　would　not　change　it，”）と同意するが，これ
らはあくまでも逆境に耐えようとして，一時的に別の
視点から森の生活を見ているのである。Cf．τ電。ん漉欝．
Ha py　is　your Grace，／That　can　txairs　late　the　stub・
bornness　of　fortune／Into　so　quiet　and　so　sweet　a
style．”（II．i．18－20）；“ヱ）～‘舵Selt．Thou　seest，　we　are
no 　all　aIone　tmizaPPv：／This　wide　and　universal
theatre／Presents　more　woefid　pageants　than　the
scene／Wherein　we　play　in．”（II．vii．136・－139）（台
詞中のイタリツクは筆者）。
（5）Agnes　Lathamはそう考えている。Agnes　Latham，
eP．　cit．，P．　lxxvii．
（2）Cf．　John　Shaw、電Fortune　and　Nature　in、4ε
yb㍑五旋θ丑，’Slzalee｛Pteare　Q襯，でθ，砂，　VI，（1955）．
（3）Cf．渋谷義彦　「As］ifou　Like　ltにおける逆箋
と忍耐」『研究論文集』第11号　県立新潟女子短期
大学英文学会ユ987。
（4）すなわち，前侯爵は第二幕第一場の逆境の効用を説
く有名な台詞で，i森の生活は宮廷より良いと貴族達の
前で言い，続いてAmiensも「森の生活を変えたくな
　　　　　　　　　その他の参考文献
Thomas　Lodge，　Rosalynde，Nai7’ative　ai：d　Dra”utic
Soa．tl’ceげSltaleeSpeare　ed．　Geoffrey　Bullough，　Vol．
II（1968）．
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